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１．概要 

 極点処理やＯＤＦ解析はブラックボックスではなく、処理結果を評価すべきです。 

   極点処理結果からＯＤＦ解析を行い、再計算極点図が計算される。 

   本来、再計算極点図は入力極点図に一致するが、入力極点図のＥｒｒｏｒやＯＤＦ処理の平滑化で 

   再計算極点図と入力極点図は一致しない。 

   この再計算極点図と入力極点図の一致度評価としてＲｐ％が計算される。 

  

 本ソフトウエアでは、β方向の平均値からα方向プロファイルから計算される。 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ODFPoleFigure2ソフトウエアでは、極点処理後にＲｐ％が計算される。 

 以下にＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの機能を説明します。 

 

２．機能 

２．１ 対応ＯＤＦソフトウエア 

  

 

 

 

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ－PFtoODF3-data 

Ｒｉｇａｋｕ－ＲＩＮＴＰＣＯＤＦ 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ－PFtoODF3-data 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ―RINTPC-TEXTdata 

StandardODF－PFtoODF3-data 

 

ｐｏｐＬＡ－PFtoODF3-data 

Rigaku-ODF-ASC-data 

ＭＴＥＸ-PFtoODF3-data 

 



２．２極点図のＳｔｅｐ角度 

  

 

２．３α方向の重み 

 等角度（EqualAngle）、等面積（EqualErea） 

   

 通常、等角度で評価、但し、極点図の中心に極があって大きくずれる場合、等面積で評価 

２．４評価（マグネシウム） 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアの計算 Defocusで補正しＭＴＥＸで解析した結果 

  

 Ｒｐ％が±１．５％以内であれば、入力極点図、ＯＤＦ解析は正常 

 極密度が大きい場合、ＯＤＦ解析手法により±１．５％を超える事があります。 

 特に、Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法は超えることがあり、直接法であるＡＤＣで確認してください。 



２．５ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしの極点図をＯＤＦ解析 

  

  

２．６ｄｅｆｃｏｕｓ補正有り無しによる再計算極点図比較 

ｄｅｆｃｏｕｓ補正あり 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

再計算極点図では判断できません。 

ＯＤＦ解析後、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％評価を行います。 



２．７ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ結果の印刷 

  

  

 

  

 



２．８ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果評価 

 マグネシウムをＯＤＦ解析し、再計算極点図と比較 

 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％＝１．６％計算 

 

 更にＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算 

 

 



 

｛０１３｝＜１００＞が９．２１％と定量される。 

再計算極点図とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の極点図比較 

 上段:再計算極点図 下段：VolimeFractionから計算した極点図 

 

ＶｏｌｉｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＲｐ％＝４．６％ 

 

再計算極点図｛００２｝の外周部分にＥｒｒｏｒがあり、ＶＦ極点図で修正され、Ｒｐ％が悪くなっているが 

正解と考えられる。 


